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学の学は可能であるか」（Ist die Wissenschaft vonLiteratur m6glich？）  
と問うことになる。あるいはカソトiこならって，「いかにして文学の学は可能  
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ことである。もし対象が自然的世界であれは，このようなことほないであろ   





そのような性格を有する精神的世界，ならびにその学の形成のなかでも，芸術   
や，まして主題たる文学は，もっとも学の形成をなしがたい境位にあるのであ   
る。   
しかしまた，そのような一種の苦境にあっての学的営為であるがゆえに，も  
し文学の学の可能性があり，いかにしてそれが遂行しうるかが明らかにされれ   
は，それはもっとも独特な形で，精神的世界と学の形成のありようを，われわ   










と知っていながらも学への追求を止めることができないのである。このような   
意味において文学の学は追求されると言うことができるのではあるまいか。  
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されている。（Cf．Crossed Path，Crossed Sticks，Crossed Fingers，Divination and   
the Classic of Yiin the Shadow of the West，by Stephen Karcher〔Eranos  
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（geworfener Entwurf）やサルトルの投企（projection）に通（かよ）うとこ  
ろがある。「なされたこと」としての過去に規定されながらも，この現在にお  
いて全く自由に未来へ向かって「なすこと」をおこなうのであり，それがまた  
一つの因縁をつくり出すことになるのである。（森鴎外訳のゲーテ『ファウスト』   
では，ヨハネ伝の「はじめにロゴスありき」を7ァ．ウスト博士がドイツ語訳するのに苦   
心する場面がある。結局，“lm Anfang war die Tat”（はじめに行為ありき）と独   
訳する。それを鴎外の邦訳では「はじめに業ありき」としている。「業」をもし「ごう」  
と読めは，カルマになるが，そのカルマのふつうの意味，すなわち受動的な意味である  
とすると，問層がないではない。しかし，むしろ，「なすこと」の意味がつよいカルマ＝   




うか。たとえば，そこから哲学も生み出されるかもしれないし，もしかすると   
科学も生み出されるかもしれない。少くとも，文学と密接にかかわる芸術がそ  
こから生み出されてくる可能性ほ否定しえないだろう。これをいかに弁別すべ   
きか。  
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ることに変りがないから，文学は日常言語で，哲学は概念的に整理された言語   
でこれを行うというように，弁別しなけれはならないだろう。この場合，およ  













しかも区別される文学の二極面として，とらえられるであろう。   
「このような秩序はここにしっかりと板を張った言葉の秩序を通じて，ひと  
つの絶対的な静謎の溢（みなぎ）りとして，その現存をわれわれに伝えてくる。  
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へと立ちかえらせられ，それへと共属（zusammegeh6ren）させられるからで   
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か。そのことが端的にく比較思想〉（COmParative thought）という表現に示  
されていると言えよう。つまり，ふつうならば，なんらかの学が成立したとき  
は，－logy という語を付して，動物学ならZOOlogy，生物学ならbiologyとい  
うように造語するのであるが，比較思想は一種のサブデイブィジョンであるこ   
とも手伝って，このような型にはまった表現ではなく，フレクシビリティのあ   
る表現であるようにおもわれる。思想を比較（研究）するとも受けとれるし，  
比較された思想というように，比較（研究）の結果を示すものとも受けとれ  




39   
40  文化論集第3号  
論は全く同義に用いられている。ところが，最近，さらに比較思想論を比較思  
想学と称することも出ている。それは諸大学にそのような講座が置かれ，学会  






















能であるような推移があると解しうるが）   
かくして，文学論から「文学の学」への推移が次に問題となる。「‾文学の学」，   
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すなわち「文学学」ということになろうが，表現として妥当でないような感じ  















ると考えられる。宗教研究（religious study〔or studies〕）とほ宗教科学  
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する立場を前提としたものであって，まさしく Literatur（文学）の Wissen－  
SChaft（学）なのである。しかし，その含意は，科学を排除しているわけでも  
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なく，そこへ学的なものが若干加わっているようなもの，と言うことができよ   
うか。   
このようなわけで，文芸学は文学を対象とする理論的考察をなす人文科学の   
一分科であると規定できる。（そのような意味とステイタスでドイツの大学に講座  





らえようとした。（1）は個別的に，かつ科学的（心理学的）にであり，（2）   










Poetik として（ただしこの場合poiesisというギリシア語の原義，すなわち，つくる，  
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らの共属性はいかん，と問わなけれはならない。   
これら諸点を含めて，本題についてはさらに研究をすすめる必要があると言  
わなけれはならない。  
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